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カッパIV型，122・S型，15（）－T型，　V型用加速度計と

その計測結果

吉山巖・中村円生・広沢曄夫

　1．　ま　え　が　き

　K一皿型までの実験結果を検討しその後若干の改良を

加えっつ1（－IV型CよりK－V型の実験にのぞんだ．この

間に使用した加速度計を第1表に示し，改修の諸点につ

いては次に概要を述べる．

呂継ト加速度計
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　（1）改修の要点

　ロケットの計器搭載部分の構造，大きさによって制約

を受ける構造上の改修を第一にし，ついで電気的特性，

特に安定度の改善に主眼をおいた．

　（2）電気的特性

　K－IV型C用加速度計までは発射直前まで零点の調整

を行ったのであるが，K－122S用加速度計以後は使用真

空管のフィ∫ラメントに水銀電池，B電源用として電解二

酸化マンガン電池を使用した結果安定度は非常によくな
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　　　　　　　　　　第　1　図

った．第1図にK－V型用加速度計にて電池使用開始後

からロケット発射時（2時間半から3時間後）までにお

ける相対出力電圧（E。），フィラメント電圧（Ef），　B電
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，

第10巻第10号
源電圧（Eβ），B電流（is）を測定

した結果を示す．

　（3）構　　　造

　ロケットの頭部の鏡板に取付け

る関係上，頭部の大きさに応じて

XT，　X2の配置を変更してぎた．

K－IV型Cでは第2図に示すよう

にX、，X2を上下に配置したので

あるが，K－122S以後は第3図の

ように並行に配置して加速度計の

高さを低くした．さらに150Tお

よびK－V型では外径に応じて第4

図のように改修した．計器全体に
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ほどこして

いたケース

カバーも電

池部分のみ

とした．　Y

z用横軸加

速度計は
Xl，X2加速

度計の上部

に取り付け

るよ5にし

た．第5図にそのYZ用横軸加速度計を示す．　K－

IV型Cの取付状況を第6図，　K－122S以後のもの

を第7図に示す．

　3　計測結果

　ここに報告するのは昭和32年9月20口より33

年3月7日までに飛しょうしたK－IV型1，2号

機，K－122S　1，2号機，　K－122ST　1，2号機の加

速度計の記

　　録結果を整

　　理したもの

　　　で，その内

　　加速度計の

　　資料の得ら

れたものはK－IV

型1，2号機の点

火後それぞれ15．4

秒，　3．6秒とK－

122S　2号機の落

下まで，およびK－・

122ST　1号機の点

火後10・8秒まで，

同2号機の落下ま

でである．写真1
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卜用加速度計を示す．なおK－122ST　1号機はレーダの

記録による高度一時間曲線が得られているので，それを

用いて抵抗係数の算出を行った．レー一ダの記録は黒川助

教授より与えられたものである．

　（1）計　算　式

　抵抗係数の計算式はロケットの運動方程式

　　　　彿一罪一丁・り一D…e－・z－rv・’・

　　v：飛しょう速度（m／s）

　　t：時間（sec）

　　T：推力（kg）

　　D：空気抵抗（kg）

　　e’tuZ：空気密度変化率

　　W：重量（kg）

より空気抵抗を逆算しさらに

Dω浄2・F・c・

　　ρ：空気密度（kg・sec2／m4）

　　F：断面積（m2）

　　Cx：抵抗係数

により抵抗係数を求めた．ここで空気密度ρは標準大気

の状態を用いている．
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　（2）K－－rv型

　飛しょう日は

1号機32年9
月20日，2号機

同22日・全長1

号機，2号機共

5，864mm．重量

1号機362・55kg，

2号機364．43kg。

重心位置（先端

より）1号機
68。6％，2号機

68．5％．

　1，2号機共に

完全な資料を得

ることができな

かったが第8，

9，10，11図に
　　　　　　　　900
その解析結果を　δ00

示す．　　　　　　7eo

　（3）　K－122S　　　　600

　飛しょう日1　5fio

　　　　　　　　400号機32年12
　　　　　　　　500
月23日，2号
　　　　　　　　200
機33年2月10
　　　　　　　　100
日．全長1号機

2，603mm，2号

機2，602mm，
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重量1号機45．80kg，

端より）1号機59．6％，

　1号機は点火後信号がノイズとなったために加速度計

の記録が得られなかった．2号機は飛しょう終了まで加

　　　　　　　　　　　t（e〔》

　　　第　11　図
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　　　　　　　　loo数の算出はでき

なかった．第12

図，第13図は
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2号機の計測および解析結果である．

　（4）】i（－122ST

　飛しょう日1号機33年3月6日，2号機同7日．全

長1号機2，703mm，2号機2，741　mm・重量1号機44・65
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kg，2号1幾44．35

kg・重心位置（先

端より）1号機

60・1％，2号機

59．3％．

　計測結果およ

びその整理結果

を第14，15，16，

17図に示す．1

号機はレーダに

ょってその飛行
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第　18　図

Mach　No．

径跡が観測されているので，それを基にして時間一高度

線図を求め，さらに空気抵抗係数を求めた（第18図）．

なおレーダによる記録は前半は時間が記録できず，頂点

より以後完全なデータがとれているが，加速度計の計測、

結果より求めた時間をレーダの記録に入れてみたが，非

常によく合っている（第19図）．2号機のレー女記録は

飛行径跡を画くことが不能であるので抵抗係数算出は行

　　　　　一一◎一一実濤泉し一ダ記金賢

　　　　一一’一一一XtX2よリ解耕

　　　　この結果帯間的に娘く一致している
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　5．補　　　追

　ここに整理報告した加速度計を搭載した

K－　IV型，　K－122S型の概略図を第20図に示

す．

　なお，K－150TおよびK－V型の計測結果

は現在整理中であるので発表は次の機会にゆ

ずりたいと思っている．

　　　　　　　　　　　　　（1958．8。11）
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